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研究成果の概要（和文）：筋肉が加齢や様々な理由で衰えることによって生じる食べる機能の障害（サルコペニ
アの摂食嚥下障害）について、有病率や危険因子、治療に結びつく可能性がある方法を見出す研究を行った。英
語論文14本と、多くの研究成果を公に発表することができた。低栄養、低筋機能、低筋肉量など栄養に関連する
問題がこの疾病の要因だった。また、栄養介入がこの疾病からの回復に貢献できる可能性を示すことができた。
すべての研究成果は、高齢者の食べる問題解決するために有益な発見であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We conducted a study to find out the prevalence, risk factors, and possible 
ways to treat the disorder of eating function caused by muscle deterioration due to aging and 
various other reasons (sarcopenic dysphgaia). We have published 14 papers in English and many 
research results in public. Nutrition-related problems such as undernutrition, low muscle function, 
and low muscle mass were etiologies of this disease. We showed that nutritional interventions could 
contribute to recovery from this disease. All of the research findings were considered to be 
beneficial in solving the eating problems of the elderly.

研究分野： 老年栄養
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研究成果の学術的意義や社会的意義
サルコペニアの摂食嚥下障害は2011年以来、本邦を中心に発せられた新しい摂食嚥下障害の病因である。高齢者
や要介護者の多くにこの新しい摂食嚥下障害がみられることがわかり、従来のリハビリテーションだけでは十分
な回復に導けない可能性を見出した。高齢者の摂食嚥下障害への介入方法にパラダイムシフトが起こる可能性が
ある。食べることは生きること及び幸福感の源である。この新しいモデルの摂食嚥下障害予防や治療法を確立す
ることにつながり非常に価値がある研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

サルコペニア（筋肉量減少と筋力低下を表出する症候群）は，加齢や低栄養，低活動，筋異化が

亢進する疾病等で発生する，容易に改善できない病態である．サルコペニアは様々な疾病とは独

立して，障害・入院・死亡等の負のアウトカムの要因となることが知られている．2016 年に ICD-

10 に収載され病名として認識されたことや，超高齢社会の進行に伴い，わが国だけではなく全

世界の老年医学者が注目している病態である． 

摂食嚥下障害は，「食べる」という生活の質を脅かすだけでなく，誤嚥性肺炎や低栄養の要因と

なる．我々は，サルコペニア高齢者が摂食嚥下障害へ発展しやすいことを報告してきた．これは

サルコペニアの摂食嚥下障害(Sarcopenic dysphagia)と呼ばれ，2012 年に初めて本邦発で提唱

された疾患である．この新しい摂食嚥下障害の概念は，日本だけでなく世界的にも注目されてき

ている．全身性に起こっている筋量減少や筋力低下は，頭頚部の多くの筋（嚥下関連筋）にも起

こっていて，機能的な余力を失うほどの過度の筋量・筋力低下は，食べる機能にも影響すると解

釈されている． 

サルコペニアの摂食嚥下障害を呈する患者は，その他の原因によって引き起こされた摂食嚥下

障害患者に比べ，誤嚥性肺炎を発症しやすく，生命予後が不良であることもわかっている．さら

に，脳卒中やパーキンソン病等に伴う摂食嚥下障害にも，サルコペニアの摂食嚥下障害が関与し

ている可能性を示唆する研究も報告されるようになった．つまり，摂食嚥下障害患者の多くにサ

ルコペニア対策が必要であろうことが推測できる． 

しかしながら，サルコペニアの摂食嚥下障害の有病率や，サルコペニアの摂食嚥下障害に効果的

な治療法は見出されていない．また，既存のサルコペニアの摂食嚥下障害診断方法では，認知症

患者のサルコペニアの摂食嚥下障害を診断できない． 

 
２．研究の目的 

（１）認知症患者を含めた幅広い患者層にも有用な診断基準を開発できないか 

（２）摂食嚥下リハビリテーション患者の真の有病率を把握できないか 

（３）サルコペニアの摂食嚥下障害者に有効な治療法は何か 

という問いに対し，本研究は計画された． 

 
 
３．研究の方法 

（１）舌圧測定を行わなくてもサルコペニアの摂食嚥下障害の診断または推定をするために、舌

圧低下者の口腔嚥下関連症状を分析した。 

（２）大学病院、リハビリテーション病院など異なるセッティングにおけるサルコペニアの摂食

嚥下障害（または疑い）の有病率を調査した。 

（３）栄養療法がサルコペニアの摂食嚥下障害に効果的であるという仮説を立て、栄養摂取量と

摂食嚥下障害の回復についての関連性を分析した。 

（４）本研究の目的を達成するために必要な補助的な分析を行った。 



 
４．研究成果 

第１報 急性期病院入院中に意図せず生じる摂食嚥下障害にサルコペニアが関与しているこ

とを見出した。 

第 2報 サルコペニア入院高齢者の嚥下機能予後改善に低栄養が負の影響を及ぼしている可

能性を報じた。 

第 3報 サルコペニアの摂食嚥下障害の特徴である舌圧低下を呈している高齢者の口腔嚥下

問題に、舌協調運動、口腔通過、咳嗽反射、舌圧低下が関与していることを発表した。 

第 4報 大腿骨骨折高齢者に発生する摂食嚥下障害がサルコペニアの摂食嚥下障害であるこ

とを見出した。 

第 5報 入院前の摂食嚥下障害（嚥下調整食摂取）は、入院時に低栄養率が高く、入院治療が

長くなることが分かった。 

第 6報 摂食嚥下障害を多く発症する頭頚部がん患者のサルコペニア評価式を開発できた。 

第 7報 摂食嚥下リハ患者に適応できる、身体計測値のみで行うサルコペニア評価式を開発し

た。 

第 8報 サルコペニアの摂食嚥下障害治療に攻めの栄養療法が効果的であることを報じた。 

第 9報 サルコペニアの摂食嚥下障害患者の舌圧向上に、栄養療法と身体的リハビリテーショ

ンが重要であることを見出した。 

第 10 報 CT を用いて日本人高齢者のサルコペニアを評価する式を開発した。 

第 11,12 報 サルコペニアスクリーニングツールの妥当性、および同ツールが入院中の転倒を

予測する可能性を報じた。 

第 13 報 サルコペニアのスクリーニングに下腿周囲長を用いることの妥当性を見出した。 

第 14 報 頭頚部がん術後嚥下障害にサルコペニアの嚥下障害が関連している可能性を報じた。 
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